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1-1.連結損益計算書 

前年比で増収増益 
 売上高 ：クリエイターサポート事業が34.3％、ＵＩ／ＵＸ事業が144.5％それぞれ増加 
      コンテンツソリューション事業は△3.8％減少、アプリケーション事業は縮小のため 
      △80.6％減少 
 営業損益：クリエイターサポート事業の増収増益、ＵＩ／ＵＸ事業の増収と損失減少により23,356千円の
営業利益  
 経常損益：営業外費用で支払利息、持分法投資損失等の合計20,276千円により4,081千円の経常利益 
 純損益 ：特別利益として㈱ユーアイズデザインの株式売却益36,109千円、特別損失として㈱エイチアイ
の事務所移転費用12,426千円計上、税金費用等により３,045千円の純利益 
   
 

 

累計期間比較(1月～6月) ※ご参考 

20１4年 
12月期 

第2四半期 

2015年 
12月期 

第2四半期 
前年同期比 

2014年12月期 
通期 

売 上 高 1,437,632 2,157,480 +50.1％ 3,826,206 

営 業 損 益 △218,158 23,356 プラス転換 99,713 

経 常 損 益 △229,939 4,081 プラス転換 93,621 

純 損 益 △226,855 3,045 プラス転換 59,958 

単位：千円 
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前連結会計年度末 
(2014年12月末日) 

当連結会計年度第2四半期末 
(2015年6月末日) 

金額 構成比 金額 構成比 前期末増減額 

 流動資産 2,214,755 55.8％ 2,097,080 56.6％ △117,675 

 固定資産 1,749,740 44.1％ 1,605,857 43.3％ △143,883 

 繰延資産 5,478 0.1％ 4,261 0.1％ △1,217 

資産合計 3,969,974 100.0％ 3,707,199 100.0％ △262,775 

 流動負債 1,241,218 31.3％ 1,163,476 31.4％ △77,742 

 固定負債 365,953 9.2％ 166,078 4.5％ △199,875 

負債合計 1,607,172 40.5％ 1,329,554 35.9％ △277,618 

純資産合計 2,362,802 59.5％ 2,377,644 64.1％ 14,842 

負債・純資産合計  3,969,974 100.0％ 3,707,199 100.0％ △262,775 

単位：千円 

・資産の部：現預金の増加＋13,812千円、ソフトウェア仮勘定の増加＋158,637千円、売掛金の減少 

－99,542千円、ソフトウエア資産の減少－110,999千円、のれんの減少－116,696千円 

・負債の部：短期借入金の増加＋72,102千円、買掛金の減少－48,297千円、１年以内返済予定長期借入

金の減少－32,607、長期借入金の減少－206,332千円 

・純資産の部：ストックオプション権利行使により資本金・資本剰余金の増加＋9,628千円、四半期純利

益の計上＋3,045千円                       

1-2.連結貸借対照表 

主な増減の内容                    
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1-3.事業セグメント別損益の状況 
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 2-1.コンテンツソリューション事業 

■業績の概要 
 フィーチャーフォン売上は減収、スマートフォン売上は増収、ほぼ前年並み。 
 
    

■トピック（2015年４月～6月） 
・集英社のコミックがセルシスの電子書籍ビューア『BS Reader 』を利用して配信を開始。 
・ 『BS Reader for Browser』 が「ガラホ」への対応を強化、ドコモから発売のガラホ
（Android搭載の新しいタイプのフィーチャーフォン）に対応 
・白泉社提供のサービス「ヤングアニマルdensi」に『BS Reader for Browser』が採用 
・ 『BS Reader for Browser』を利用したサービスサイト数９２０超 

累計期間比較(1月～6月) ※ご参考 

20１4年 
12月期 

第2四半期 

2015年 
12月期 

第2四半期 
前年同期比 

2014年12月期 
通期 

売 上 高 551,546 558,168 1.2％ 1,073,950 

営 業 損 益 32,111 26,365 △17.9％ 22,262 

単位：千円 
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 2-2.クリエイターサポート事業 

■業績の概要 
 ６月30日を以って、14年間に渡り販売してきたマンガ制作ソフトウェア「ComicStudio」と
イラスト制作ソフトウェア「IllustStudio」を販売終了、後継の「CLIP STUDIO PAINT」への
販売キャンペーンを実施。 
 

■トピック（2015年４月～６月） 
・創作活動支援サイト「CLIP」の登録者数は53万人を突破。（６月末時点） 

・VAIO株式会社から販売のモンスタータブレットPC「VAIO Z Canvas」に「CLIP STUDIO 
PAINT PRO/EX体験版」がプリインストール 
 

累計期間比較(1月～6月) ※ご参考 

20１4年 
12月期 

第2四半期 

2015年 
12月期 

第2四半期 
前年同期比 

2014年12月期 
通期 

売 上 高 352,502 473,808 34.4％ 750,840 

営 業 損 益 14,531 72,467 398.7％ 10,377 

単位：千円 
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 2-2.クリエイターサポート事業 

「CLIP STUDIO PAINT」言語別累計出荷状況 

 

「CLIP STUDIO」の海外展開は2013年9月開始。 

英語、繁体字、フランス語、スペイン語等、多言語対応の成果により出荷数は
2015年第2四半期も順調に推移。 
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 2-2.クリエイターサポート事業 

流通・直販売上比率推移 
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 2-3.UI/UX事業 

■業績の概要 
 前年同期比で増収、四半期営業損益は赤字幅縮小。 
 前連結会計年度第２四半期にエイチアイ関西、同第３四半期にU’eyes Designをそれぞれ孫会
社化しているため、前連結会計年度の売上高にエイチアイ関西の第1四半期累計期間分、 U’eyes 
Designの第2四半期累計期間分は含まれず。 
 ※U’eyes Designについては、当第２四半期連結会計期間中に保有株式を売却、連結範囲から除外することに。
ただし、当第２四半期までは損益計算書のみ連結。 

 
■トピックス（2015年４月～６月） 
・ドイツ ベルリンで開催の「CAR HMI CONCEPTS＆SYSTEMS2015」にて、自動車における
HMI（ヒューマン・マシン・インターフェース）についてのカンファレンスに欧州自動車企業と
ともに参加、ブースにてデモ展示 

累計期間比較(1月～6月) ※ご参考 

20１4年 
12月期 

第2四半期 

2015年 
12月期 

第2四半期 
前年同期比 

2014年12月期 
通期 

売 上 高 453,765 1,109,417 144.5％ 1,874,790 

営 業 損 益 △293,880 △94,887 － △8,402 

単位：千円 
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 2-4.アプリケーション事業 

 ■業績の概要 
  事業規模縮小により減収。 

会計期間比較(1月～6月) ※ご参考 

20１4年 
12月期 

第2四半期 

2015年 
12月期 

第2四半期 
前年同期比 

2014年12月期 
通期 

売 上 高 82,779 16,086 △82.4％ 126,624 

営 業 損 益 28,621 △735 マイナスへ 42,102 

単位：千円 
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3.今期の主要施策 

4. UI/UX事業における、市場拡大戦略（  UI/UX事業） 

3.「CLIP STUDIO」シリーズの販売強化、国内市場の 
    直販率拡大及び海外マーケット立ち上げ 
（  クリエイターサポート事業） 

2.「CLIP STUDIO」の技術ノウハウを生かした、法人向け 
 グラフィクス関連分野の強化 
（  コンテンツソリューション事業） 

1. グループ共通コアエンジン開発、製品化への展開 
（     ） 
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3-1.グループ共通コアエンジン開発の概要 

グループ全体で共通コアエンジンを利用してアプリケーションを開発。開発効率を向上 

 

 
 
 
 

ツールコア 

2D 
編集 

3D 
編集 

素材
管理 

スクリ
プト 

動画 
サウン
ド編集 

通信
機能 

文字 ・・・ 

プレーヤーコア 
 
 

2D 3D 
スクリ 
プト 

サウンド 通信 文字 ・・・ 

Win/Mac 
 

HTML5 Win/Mac iOS Android Java Linux Symbian 

・・・
 

その他 New ツール ・・・ 
・・・ 

・・・ 

CLIP STUDIOツール UI/UXツール 

・グループ会社全体で使用できる共通
コアエンジンを作成し、グループ内に
おける発明・開発作業の重複を防ぐ  
 
・既存モジュールの再利用を活性化さ
せるための枠組みを作り、グループ内
の生産性を上げる 
 
・グループ会社全体で共通のコアを使
用してアプリケーションを作成するこ
とで、人的リソースを効率的に活用す
る 

ツールコアを必要に応じて
組込み、用途に応じたツー
ルを各社で作成できる 

プレイヤーコアを必要に応
じて組込み、各プラット
フォームに応じたプレイ
ヤーを各社で作成できる 

※共通コアエンジン＝GUIアプリケーションを作成できる「ツールコア」、コンテンツ再生できる「プレイヤーコア」の2層からなる 
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3-1.グループ共通コアエンジン開発の現状と今後 

製品化への展開ロードマップ 

2013 2014 2015 2016 

仕様策定 

STEP2 STEP1 

ベースとなるプレイヤーと
ツールを開発し実験的な機
能を実装。 

機能、ツールとしての完成
度を上げて、次期ツールの
コアエンジンとして確立。 

STEP3 

STEP3 

STEP2までの実装を完成と
して、開発したモジュール
を各社で実装。 

各事業セグメントに合
わせたツールを作成 

・インタラクティブ性の高い    

 コンテンツ制作ツール 

・3Dをベースにした    

 UI/UXツール 

・既存のUI/UXツール 

 への新機能追加 
UI/UX事業 

クリエイターサポート事業 

開発した技術要素を既
存プロダクトにフィー
ドバック 

・・・ 
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3-2.「CLIP STUDIO」の技術ノウハウを生かした、 
   法人向けグラフィクス関連分野の強化 

2015年も、上記活動による、マーケットの基盤固め。 
2016年以降の飛躍を見込んで取組んでまいります。 

「CLIP STUDIO」 プラットホーム コンテンツ制作・流通・再生にまつわる、
幅広く多様性に富んだソフトウェアや
サービス、ノウハウや仕組みを提供 
 
他社のプラットホーム・サービスと連携
する企画の提案 

他社のプロダクト・サービスへの提供 
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■プロクリエイター層 

■クリエイター志向・予備軍 

■現在のCGM参加層 

日本の15～35歳人口3,200万人のうち、少しでもクリエイター志向のある人は500～
700万人とも言われ、そのうち、クリエイター志向はあるが、現在まだ特に創作活動
をしていない層(クリエイター予備軍)は、450～650万人と想定される。 

（出所：KDDI総研） 

「CLIP STUDIO PAINT」の潜在顧客数 

3-3.「CLIP STUDIO」シリーズの販売強化国内市 
        場の直販率拡大及び海外マーケット立ち上げ 

５３万人超 

５万人 

４５０～６５０万人 
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3-3.「CLIP STUDIO」シリーズの販売強化国内市 
        場の直販率拡大及び海外マーケット立ち上げ 

直販WEBサイト運営・改修 
（国内、海外） 
 
海外での利用促進のために、
ユーザー間のコミュニティ
サービスの提供 
 
多言語対応の実現化に向け
て、引き続きマーケティン
グ活動に注力 

※セルシス直販サイト（英語）http://www.clipstudio.net./en  

http://www.clipstudio.net./en
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主力製品：exbeans UI Conductor（エックスビーンズ ユーアイ コンダクター）  

 

3-4.UI/UX事業における、市場拡大戦略 

UI Conductorは組込HMIを開発するための統合的なソフトウェア群です。 
ツール上で素材配置、インタラクション設定、アニメーション設定をオーサリング
した、プロジェクトデータを実装環境上で量産開発することができます。 

簡単なプロトタイプはプログラムを書かずに実現できます 
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（参考）セグメント別事業内容 
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  コンテンツソリューション事業とは 

グラフィクス技術をベースに2つの分野で活動 

長年の研究開発により蓄積された 
グラフィクス関連コア技術 

電子書籍 
配信ソリューション 

マンガ・小説等のビューア提供と 
オーサリングツールの提供 

B2Bグラフィクス 
ソリューション 

事業社のサービス・プロダクトと 
クリエイターを繋ぐ活動を支援 

電子書籍分野 グラフィクス分野 
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  コンテンツソリューション事業とは 

フィーチャーフォン、スマートフォン向けの電子書籍 
（コミック）ソリューションをコンテンツ配信事業者へ提供
する事業 

電子書籍（コミック）ソリューションとは？ 
 1)電子コミックを読むための表示ソフト 
 2)電子コミックを制作するソフト 
 3)電子コミックを配信する仕組み 

BS Reader はフィーチャーフォン向けでシェア
9割超の実績を有する。 
スマートフォン向けBS Reader for Browser は
フィーチャーフォン向けとの互換性で優位。 

主要製品：BS Reader   
   BS Reader for Browser 
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  コンテンツソリューション事業のビジネスモデル 

― 電子書籍分野のビジネスモデル ― 

電子書籍 
ソリューション 
― ― ― ― ― ― 
・ビューア 
・制作ツール 
・配信サーバー 

ユーザー 
コンテンツ
配信事業者 

コンテンツ売上高×ロイヤリティ料率＝売上高 
 
①コンテンツ配信事業者に対してビューアを提供 
②コンテンツ配信事業者はユーザーに電子書籍を販売 
③②のコンテンツ売上から一定料率のロイヤリティを受取る 

① ② 

③ 

※グラフィクス分野のビジネスモデルは、受託やプラットフォームのバンドル等 

ビジネススタイルが多岐にわたるため、案件ごとに異なります。 
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  クリエイターサポート事業とは 

・主要製品：CLIP STUDIO PAINT PRO（EX） 
 さまざまな用途に対応したイラスト・マンガ制作ソフト 
 各種作画、彩色ツールに加え、下書きからコマ割り、ペン入れ背
景・効果線の作画や複数ページ作品の管理機能など、マンガ制作の
全工程をカバーする機能を搭載。世界初の本格的マンガ作成ソフト 

イラスト・マンガ・アニメ等をデジタルで制作するための 
ソフトウェア・ハードウェア・サービスを提供、販売する事業 
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  クリエイターサポート事業のビジネスモデル 

 
販売単価×販売数量＝売上高 
 
 ①流通（Amazon,家電量販店等での販売） 
 
 ②直販（自社サイトでのダウンロード販売） 

自社製品 
(ソフトウェア） 

個人のお客様向け 

代理店 小売事業者 
ECサイト 

① 

① 

② 
ユーザー 
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  UI/UX事業とは 

デジタル機器のUI（ユーザーインターフェース）を 
 ユーザー視点のデザインから実現まで一体で提供する事業 

･･ UIとは･･ 

UI＝ユーザー・インターフェースのこと 
機器やソフトウェアを使う人が操作をす
る一連の要素 

機器を使う際目にする「操作画面」 

開発例：カーナビ画面 

･･UXとは･･ 

UX＝ユーザー・エクスペリエンスのこと 
機器やソフトウェアを通じて得られる楽
しさや心地よさ 

機器を使う際の「操作した感じ」 

ex.）見たいメニューをスライドして 
複数項目から探す 
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  UI/UX事業のビジネスモデル 

UI関連製品 
ソリューション 
コンサルティング 

家電メーカ 
自動車メーカ 

携帯電話事業者 

① 

② 

受託開発収入（売上）とロイヤリティ収入（売上） 
 
①UI/UXに関するシステムの受託開発 
②自社製品を提供し、ロイヤリティ収入を受取る 
 
①のみ、②のみ、①と②の両方 の取引形態がある 

ユーザー 
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